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公民連携事業と は・ ・ ・
公民連携事業の種類
■指定管理者制度（ 管理委託制度） ➡「 公設民営方式」

■公共施設での広告や公共施設のネ―ミ ングラ イ ツ

■PFIによ る 整備事業

■民間提案制度

■包括連携協定の締結➡地域の課題解決・ よ り よ い市民サービス

■市場化テス ト

さ いたま 市

■公民連携コ ミ ュ ニティ ➡関連セミ ナー事業、 ネッ ト ワ ーク 構築

➡企業版ふる さ と 納税



空き家が一番多い都道府県は？藻
谷
浩
介
氏

提
供
資
料
①
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減る１５～４４歳/増える７０歳以上

彼ら の住居は
空き 家予備軍

家を新規に求める 中核的需要層
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空き 家が増える のは
景気が悪いから ではない！！！

□動脈産業側の問題

若者が減っている のに、 容積率をフ ル利用し た新規住宅供給を
続けている 。

➡市場経済原理が正常に働けば、 新規供給が減る はずだが、 認識

が“昭和のま ま ”

■静脈産業側の問題

空き 家解体＊再生活用が産業化し ていない。

➡公民連携(PPP)で産業化する のは「 当然の近未来」



空き 家対策の誤解
■「 空き 家」 は家の問題である ➡✖

□「 空き 家」 は人の問題である ➡◎

■「 空き 家」 は所有者が取組むべき 問題である ➡✖

□「 空き 家」 は地域が取組みべき 問題➡◎

■「 空き 家」 リ ス ク はなってみないと わから ない➡✖

□「 空き 家」 リ ス ク は予見でき る し 、 事前に対策を取れる ➡◎

■「 空き 家」 は解体工事だけがビジネス の可能性がある ➡✖

□「 空き 家」 の「 上流～中流～下流」 その全てがビジネス チャ ンス ➡◎

上流➡「 空き 家予防対策セミ ナー」 等、 住み続ける ためのビジネス

中流➡「 利活用・ 再生活用」 等のビジネス

下流➡「 解体工事」 等、 解体後及び解体後のビジネス


